
今月のご挨拶
今月もよろしくお願い致します。

湿度が高くなってきましたので

カビ毒吸着剤入りのリンカルの

ご紹介です！

「オズリンカルMB」
～カビ毒吸着剤入りペレット～

■カビ毒吸着剤＆リンカル

こちらの製品は

①体内消化の良い有機ミネラル

②カビ毒吸着効果のあるベントナイト

③牛が吸収しやすい有機セレン

これらを含んだリンカルです。

■ベントナイトって？

ベントナイトとは、

『モンモリロナイト』という鉱物を

主成分とする弱アルカリ性粘土岩です。

強い吸着力でカビ毒を取り込み、

毒素の働きを抑え、体外に速やかに

排出することで牛を健康被害から

守ります。

■発行元 小野田化学工業株式会社 飼料化成品部
〒105-0022 東京都港区海岸一丁目15番1号
TEL：03-5776-8237
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（荷姿：20kg袋 ペレット）

弊社HPは
こちら→

ベントナイト カビ毒

毎日の給与が

牛の健康の

ポイントです！



今回ご紹介したオズリンカルMBに

姉妹商品があるのはご存知でしたか？

「リンカルノンカビM」

こちらは鉱物系のカビ毒吸着剤と

酵母系のカビ毒吸着剤が入った製品です。

こちらもよろしくお願いします！

製品小話 カビのはなし

梅
雨
時
の

カ
ビ
対
策
を忘

れ
ず
に

Youtubeに
動画をアップ
しています

今
月
の
一
句

5月から6月にかけて、北海道は観光シーズンを迎えます。

さて、北海道内には読みづらい地名が多くみられますが、

これはアイヌ語に起因する部分が多く、漢字との

繋がりの無い地名も多いからだそうです。

例えば、倶知安（くっちゃん） - 虻田郡倶知安町 は、

アイヌ語の「クチャ・アン・ナイ」（小屋のある川）に

由来します。

札幌もアイヌ語で「サリ・ポロ・ペッ」（その葦原が・広大な・

川）とする説と「サッ・ポロ・ペッ」（乾いた・大きな・川）と

する説などがあります。

このようなご時世、なかなか旅行にも行けないでしょうが、

ご近所を散策し地名の由来を考えるのも楽しいものです。

北海道地区担当 木藤

担当のひとりごと

日本は気候の特性から、カビが発生しやすく、そのおかげで味噌や醤油をはじめとする

多くの発酵食品や、ペニシリンといった薬が生み出されました。

その一方で、特定のカビはカビ毒をつくり、

牛や豚はカビ毒に汚染された飼料を食べることで、

さまざまな悪影響を受けてしまいます。

こどものころ、おねしょをしたらふとん全体に

広がったように、見えているカビをとりさっても

すでに飼料全体にカビ毒がまわってしまって

いる場合があります。

昔、田舎のおばあちゃんが、おもちにカビが

生えたときにカビを削いで食べていましたが、

実は危ない話だったかもしれませんね。

姉妹商品のご紹介

（荷姿：20kg袋 マッシュ）

見えないカビ毒に
注意しましょう！


